
沖縄県立具志川商業高等学校グランドデザイン 具ood商

校 訓 めざす学校像

「自立」「創造」「実践」 生徒と地域から愛される学校、ビジネススキルを習得し主体性を
持って仲間と協働して学べる学校

育てたい生徒像

自分の未来は自分でつくる
自立：目標を設定し、計画を立て、行動することができる
行動を振り返り、改善につなげることができる
創造：問題を発見したり、課題解決に向かうことができる
間違いや他人との違いを恐れず、最後までやりとおすことができる
実践：人や地域を大切に思う気持ちや、感謝する心を持つことができる
社会に参画し形成する力を身に付ける学習に挑戦することができる

地域産業と地域社会を担う人材
○ 実践的・体験的な学習活動を通して、地
域産業をはじめ経済社会の健全で持続
的な発展を担う職業人
○ ビジネスに関する課題を発見し、倫理観
を踏まえ合理的・創造的に解決できる職
業人

何ができるようになるか
(学校教育の基本)

何が身に付いたのか
(学習評価を通じた学習指導の改善)

○ 知識と技能を習得し、社会的に自立できる
○ 未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等
で、新たな創造に挑戦できる
○ 学びを人生や地域社会に生かすことができる

○ 主体的・対話的で深い学びの視点から、「何を学ぶ
か」だけでなく「どのように学ぶか」も重視した授業改善
○ 授業者の指導改善に繋がる学習評価の充実
○ 学習者の学習改善に繋がる学習評価の充実

めざす教職員像

○ 生徒一人ひとりの特性に合った支援
ができる情熱あふれる教職員
○ 同僚性を育み、研修に励み、資質の
向上、指導方法の工夫と改善に努め
る教職員
○ モラルを高め、人権感覚を磨き職務
に誇りを持つ教職員

生徒の発達をどのように支援するか

○ 学年集団を軸とした、学級経営の充実（スタートカリキュラム、支持的
風土の醸成）
○ 学年主任及び教育相談係を中心とした、組織的相談体制の活性化
○ 発達段階に応じたキャリア教育を実践するためのカリキュラム・マネ
ジメントの実践
○ 特別な配慮を要する生徒を支援する、特別支援教育コーディネータ
と学年主任・学級担任の連携

何を学ぶか(教育課程の編成) どのように学ぶか(教育課程の実施)

○ 言語能力：全ての教育活動の中で、記録・要約・説明・
論述・討論といった言語活動を充実させる
○ 情報活用能力：情報手段を適切に用いて、情報の収
集・整理・比較、発信・伝達、保存・共有することができる。
また、必要な操作の習得、プログラミング的思考、情報
モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・能力等
を育成
○ 問題発見・解決能力：様々な視点から問題を発見し自
分事として捉え、批評的・創造的に解釈・判断しながら
粘り強く解決に向かいながら学び続ける

○ 資格取得を実務に繋げる学習活動
○ 地域の人的・物的資源を活用する実践的な学習活動
○ 課題意識を醸成し、授業外学習習慣の確立
○ 総合的な探究の時間（具商デパート）を軸とした、年
間や教科・領域間のつながりを踏まえた学習活動計画
(カリキュラム・マネジメントの確立）
○ 自己の成長をメタ認知できる記録と振り返りの実践
(キャリアパスポートの活用)
○ 体験活動の充実

実施のために何が必要か（指導体制の充実、家庭・地域との連携・協議）

① 校訓に基づく校風の確立
② 教職員・生徒相互の信頼関係の確立
③ 学びのその先へつながる「生きる力」の育成
④ キャリア教育の推進

⑤ 将来のスペシャリストの育成
⑥ 校内研修の充実
⑦ 保護者・同窓会・地域・近隣校との連携


